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(1)　第 58号 青森地区保護司会だより

　
本
年
度
の
青
森
県
更
生
保
護
大
会

（
以
下
、県
大
会
と
い
い
ま
す
）は
、十
一
月

十
三
日（
金
）、む
つ
市
の
下
北
文
化
会
館

を
会
場
に
第
37
回
目
と
な
り
ま
す
。む
つ

下
北
地
区
保
護
司
会
、む
つ
、大
間
、東
通

の
各
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
が
、
一
年

ほ
ど
前
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　
県
大
会
は
、
青
森
保
護
観
察
所
と
更

生
保
護
女
性
会
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
更
生
保
護

協
会
、
あ
す
な
ろ
、
協
力
雇
用
主
会
、
青

森
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
、
保
護
司

会
の
民
間
７
団
体
が一
堂
に
会
し
、
更
生

保
護
制
度
の
目
的
で
あ
る
、
犯
罪
を
し
た

者
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
と
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
、一
層
の
努
力
と
精
進
を
重
ね
て
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
、
す
べ
て
の
更
生
保
護
関
係

者
が
再
認
識
再
確
認
す
る
た
め
の
機
会

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
の
総
事
件
数
は
漸
減
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、万
引
き
な
ど
窃
盗
犯
の
低
年

齢
化
や
社
会
の
耳
目
を
集
め
る
凶
悪
粗

暴
犯
罪
、ま
た
、出
所
後
、退
院
後
の
住
居

や
就
労
先
が
な
く
、生
活
困
窮
に
よ
り
再

犯
に
い
た
る
者
、
障
害
や
高
齢
に
よ
り
更

生
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
も
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
た
め
に

仕
事
と
居
場
所
の
確
保
が
と
て
も
大
事

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。再
び
罪
を
犯
す
こ

と
な
く
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち

保
護
司
は
国
民
の
期
待
に
応
え
る
べく
研

鑽
に
励
み
努
力
と
精
進
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　
さ
て
、表
題
に
つ
い
て
、4
月
の
地
区
定

時
総
会
で
話
し
た
よ
う
に
、
昨
年
度
の
県

保
護
司
会
連
合
会
理
事
会
で
、平
成
28
年

度
か
ら
県
大
会
を
毎
年
開
催
、平
成
28
年

度
開
催
地
区
は
青
森
地
区
、と
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
事
務
方
に
て
、
平
成
28
年
11
月

上
旬
を
目
途
に
会
場
と
折
衝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。次
年
度
定
時
総
会
後
に

は
、
正
副
会
長
会
、
理
事
会
等
で
県
大
会

開
催
の
詳
細
に
つ
い
て
協
議
し
、
保
護
司

会
（
地
区
内
全
保
護
司
）、
更
生
保
護
女

性
会
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
立
上
げ
、

具
体
的
に
活
動
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま

す
。皆
様
の
ご
意
見
や
良
い
ア
イ
デ
ア
を

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ど

し
ど
し
述
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。県
都
青
森
市
で
の
開
催
で
す
。成
功
に

導
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
皆
様
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

天
内
　
修

青
森
地
区
保
護
司
会
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第
38
回
青
森
県
更
生
保
護
大
会
に
向
け
て

第
38
回
青
森
県
更
生
保
護
大
会
に
向
け
て

会
　
長

　基幹産業は、水稲を中心とした農業と養殖ホ
タテの漁業で、「ホタテの町」として生産量は日
本一。また、三味線界の第一人者「高橋竹山師」
が生まれ育った町としても知られています。浅
虫夏泊県立自然公園や夜越山森林公園を抱え、
特に夏泊半島には特別天然記念物「小湊のハク
チョウおよびその渡来地」で知られる浅所海岸
や、「ツバキ自生北限地帯」として天然記念物の
指定を受けた「椿山海岸」は日本の渚・百選に
選ばれるなど風光明媚な町です。

「平内町」
清水川漁港で働く人と
夜越山パークゴルフ場でプレーする人
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毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
青

森
地
区
で
は
、
毎
年
学
校
と
の
連
携
事
業
と
し
て
会
場
を
管
内
中

学
校
輪
番
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
の
第
65
回
社
明
運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
は
、
青
森
市
新
城
中
学
校
を
会
場

に
７
月
８
日
午
後
１
時
25
分
よ
り
、生
徒
数
5
3
0
名
（
欠
席
含
）、

保
護
者
、
地
域
関
係
者
・
保
護
司
を
含
め
約
6
0
0
名
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
選
抜
生
徒
に
よ
る
合
唱
を
披
露
、
そ
の

後
伊
藤
校
長
に
青
森
保
護
観
察
所
の
辻
所
長
が
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。
続
い
て
第
１
部
で
は
、
非
行

の
未
然
防
止
の
た
め
に
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
発
表

で
、
新
城
中
J
U
M
P
チ
ー
ム
5
年
間
の
活
動
報
告
と
、
新
城
中

〜 

新
城
中
学
校
に
て
開
催 

〜

新
城
中
J
U
M
P
チ
ー
ム
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み

新
城
中
J
U
M
P
チ
ー
ム
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み

講
演
　「
そ
れ
で
も
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人

　
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
」 

青
森
地
区
保
護
司
　
加
川
　
史

第１部で発表した JUMPチームとボランティア活動を発表した生徒たち

参加保護司の皆さん 来賓の皆さん

が
進
め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
取
り
組
み
状
況
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
そ
れ
で
も
、
罪
を

犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
青
森
地
区
の

加
川
史
保
護
司
（
新
城
中
卒
業
）
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
閉
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
生
徒
に
よ
る
お
礼
了
の

言
葉
、
全
校
合
唱
が
行
わ
れ
、
最
後

に
青
森
地
区
保
護
司
会
天
内
会
長
が

閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

オープニングで披露する選抜生徒による合唱

講演する加川保護司

内閣総理大臣メッセージを
受ける伊藤新城中校長

JUMPチームの発表

【
来
年
度 

甲
田
中
学
校
】

〜 

新
城
中
学
校
に
て
開
催 

〜【
来
年
度 

甲
田
中
学
校
】

第65回 社会を
明るくする運動
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第
１
分
会
で
は
、
自
主
研
修
の
一
環
と
し

て
８
月
21
日
、
平
内
町
に
あ
り
ま
す
「
松
緑

神
道
大
和
山
」
略
称
「
大
和
山
本
部
」
を
見

学
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
大
和
山
本
部
は
、
青
い
森
鉄
道
小
湊
駅
か

ら
南
方
13
キ
ロ
の
山
奥
に
あ
り
ま
す
。
大
和

山
本
部
か
ら
望
見
で
き
る
東
西
南
北
の
緑
濃

い
山
々
は
す
べ
て
大
和
山
の
所
有
で
あ
り
、

澄
ん
だ
空
気
、
清
ら
か
な
水
の
流
れ
、
緑
輝

分
会
だ
よ
り

大
和
山
見
学
と
自
主
研
修

夫

っ
　ぱ
　

工

い
第
１
分
会

い
　

【
山
形　

民
雄
】

少
し
明
る
い
お
話

横
内
中
学
校
、
交
番
、
地
区

保
護
司
会
の
協
力
で
開
催

第
2
分
会

第
3
分
会

【
塩
原　

誓
子
】

　
今
年
度
２
分
会
の
ミ
ニ
集
会
は
横
内
中
学

校
様
の
御
協
力
を
得
、
７
月
29
日
午
前
11
時

か
ら
ジ
ャ
ン
プ
チ
ー
ム
生
徒
、
校
長
先
生
、

先
生
方
、
八
甲
田
交
番
巡
査
、
地
区
保
護
司

会
天
内
会
長
の
参
加
を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
員
に
よ
る
自
己
紹
介
後
に
遠
間
保

護
司
さ
ん
の
友
人
で
「
研
修
Ｔ
Ａ
Ｋ
」
代
表

の
齋
藤
雄
一
氏
が
「
人
生
前
向
き
、
”明
元

素
“」
の
演
題
で
講
話
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
氏
（
現・パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
設
者
）

の
成
功
を
裏
付
け
る
数
々
の
語
録
を
大
き
く

６
つ
に
分
け
て
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

　
①
奇
跡
が
生
み
出
し
た
産
物
、そ
れ
が
自
分

　
今
年
の
8
月
に
大
阪
で
中
学
１
年
生
男
女

２
人
が
原
因
不
明
で
殺
さ
れ
た
。
9
月
に
入

り
山
梨
県
で
18
歳
の
孫
が
祖
父
母
を
刺
殺
し

た
。
さ
ら
に
三
重
県
で
は
高
校
３
年
生
男
子

が
同
じ
高
校
の
３
年
生
女
子
を
頼
ま
れ
た
と

称
し
て
殺
し
て
い
る
。
何
と
も
や
り
切
れ
な

い
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
原
因
は
あ
る

だ
ろ
う
が
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
為

で
あ
る
。
事
件
後
の
対
策
は
当
然
で
あ
る
が

事
前
の
予
防
活
動
は
更
に
大
切
で
あ
る
。

く
広
大
な
山
林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
世
俗
を

忘
れ
さ
せ
る
、
ま
さ
に
別
天
地
の
感
が
あ
り

ま
す
。

　
大
和
山
は
、
前
の
山
林
所
有
者
の
乱
伐
に

よ
っ
て
禿
げ
山
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
を
、

多
く
の
時
間
と
資
金
と
労
働
力
を
投
じ
て
植

林
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
緑
豊
か
な
山

林
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
平
成
７
年
大
和
山
の
山
林
は
、
林
野
庁

「
水
源
の
森
百
選
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

「
こ
ん
な
山
奥
に
な
ん
で
こ
ん
な
建
物
が
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
、
延
べ
床
面
積
１
万
２
千
平

方
㍍
余
、最
大
高
さ
43
㍍
余
の「
神
集
閣
」（
平

成
６
年
建
立
）
を
は
じ
め
と
し
て
、「
天
峰
闇
」

「
光
霊
殿
」
等
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ

か
荘
厳
な
趣
を
漂
わ
せ
て
い
る
「
教
祖
天
小

屋
」「
教
祖
記
念
館
」「
ご
神
木
」「
神
城
」「
奥

宮
「
不
動
滝
」
等
を
見
学
、終
始
厳
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
ま
た
た
く
間
の
内
に
約
２
時
間

の
見
学
を
終
了
し
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
大
和

山
の
教
え
は
要
約
し
ま
す
と
『
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
一
生
懸
命
生
き
る
人
、
則
ち
真

心
を
尽
く
す
人
の
背
後
に
は
い
つ
も
神
様
が

お
守
り
し
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
何
か
保
護
司
の
信
条
に
も
通
じ
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
他
の
分
会
の

方
た
ち
に
も
是
非
見
学
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

大和山ホームページより

身
体
も
弱
く
恵
ま

れ
な
い
環
境
だ
っ

た
が
弱
い
ゆ
え
に

他
人
に
助
け
て
も

ら
い
ツ
キ
ま
く
っ

た
結
果
の
自
分
。

　
②
プ
ラ
ス
思
考

に
徹
す
る
。
マ
イ

ナ
ス
思
考
か
ら
は

何
も
生
ま
れ
な
い
。

　
③「
有
り
難
う
」

の
言
葉
の
意
味
は

災
難
、
困
難
を
私

が
人
間
と
し
て
成

長
す
る
機
会
を
与

え
て
下
さ
り
有
り

難
う
。

　
④
人
生
は
バ
イ

オ
リ
ズ
ム
。「
前

向
き
思
考
」
は
先

祖
の
良
い
面
を
受

け
る
。⑤
目
標
達
成
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
感
謝
す

る
。⑥
魔
法
の
言
葉
↓
ツ
イ
て
る
。
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
を
大
切

に
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
ビ
デ
オ
視
聴
「
二
つ
の
道
」。
意
見
交

換
で
は
生
徒
全
員
に
感
想
を
言
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
勇
気
を
出
し
て
発
言
し
て
く
れ
て

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
み
な
さ
ん
の
参

加
に
感
謝
し
ま
す
。

　
今
回
は
地
域
で
行
っ
て
い
る
子
ど
も
会
の

あ
る
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
南
金
沢
町

会
で
は
夏
休
み
期
間
中
、
婦
人
部
の
協
力
で

整
備
さ
れ
た
市
民
館
前
花
壇
の
中
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
い
、
そ
の
後
市
民
館
に
入
り
絵
本

読
み
聞
か
せ
を
行
う
、
そ
の
後
に
残
れ
る
子

ど
も
達
は
30
分
程
度
、
折
鶴
作
り
を
行
う
、

最
初
折
り
紙
に
「
命
を
大
切
に
」、「
思
い
や

り
」や「
感
謝
」等
思
い
思
い
の
文
字
を
書
き

込
ん
で
か
ら
折
鶴
を
完
成
さ
せ
る
。
最
初
わ

が
ま
ま
な
子
や
気
性
の
激
し
か
っ
た
子
も
何

年
と
続
け
て
い
る
内
に
落
ち
着
き
が
出
て
思

い
や
り
の
あ
る
子
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
夏
休
み
中
に
完
成
し
た
千
羽
鶴
は
八
戸
の

蕪
島
神
社
や
地
元
の
久
須
志
神
社
に
、
去
年
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今
年
の
分
は
金
沢
小
学
校
保
健
室
前
に
奉
納

し
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
低
学
年
の
う
ち
か

ら
事
の
善
悪
、
命
の
大
切
さ
が
判
る
よ
う
家

庭
、
地
域
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
を

育
て
る
社
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
例
年
同
様
に
７
月
、
８
月
、
９
月
に
第
65

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
つ
い
て

重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
担
当
地
域
の
町
村
役
場
（
蓬
田
村
・

外
ヶ
浜
町
・
三
厩
地
区
・
今
別
町
）に
於
い
て
、

担
当
保
護
司
が
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
を
行
い
「
社
明
旗
」
を
期
間
中
設
置
し

ま
し
た
。

　
８
月
、
７
回
目
の
参
加
と
な
る
「
新
城
ま

つ
り
」（
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
）
会
場
に
は
、

十
数
本
の
「
社
明
旗
」
を
設
置
し
、
第
４
分

会
副
分
会
長
か
ら
「
新
城
ま
つ
り
」
実
行
委

員
長
に
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

が
行
わ
れ
、
分
会
員
が
参
加
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
、
犯
罪
や
非
行
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
助
け
、
地
域
の
一
員

と
し
て
迎
え
る
理
解
と
協
力
を
願
い「
社
明
」

の
う
ち
わ
、
黄
色
い
羽
根
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
ふ
れ
あ
い
の
啓
蒙
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
、
国
道
2
8
0
号
線
の
地
域
（
油
川

地
区
青
森
農
業
協
同
組
合
駐
車
場
）
で
開
催

さ
れ
て
い
る「
第
９
回
か
か
し
ロ
ー
ド
2
8
0
」

開
会
式
に
参
加
し
、期
間
中（
９
月
１
日
〜
30

日
）」「
社
明
旗
」を
設
置
し
、開
会
式
の
来
賓

と
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
社
明
」
の
う
ち
わ
、

黄
色
い
羽
根
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
し
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

の
連
携
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

各
分
会
の
皆
様
、
誠
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍

を
祈
念
致
し
ま
す
。

【
伊
藤　

尚
三
】

第
4
分
会

第
５
分
会

　
青
森
県
更
生
保
護
協
会
と
プ
ラ
ザ
あ

す
な
ろ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
先
輩
方
か
ら
現
場

の
保
護
司
も
や
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先

輩
で
し
た
の
で
受
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
人
の
人
生
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す

か
ら
責
任
が
ぐ
っ
と
重
く
な
る
の
を
感

じ
ま
す
。
の
べ
２
日
間
の
研
修
も
指
導

員
の
方
の
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。
世
の

為
人
の
為
情
熱
が
な
け
れ
ば
こ
の
仕
事

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
私

は
18
才
よ
り
47
年
間
合
気
道
を
学
ん
で

お
り
、
世
界
中
で
唯
一
、
試
合
、
勝
敗

が
な
く
、
日
常
生
活
で
和
合
の
心
が
け

を
意
識
す
る
武
道
で
す
。
格
闘
技
な
の

に
争
う
な
、
人
と
の
調
和
、
和
合
を
教

え
ら
れ
ま
す
。
特
に
子
供
は
学
ん
で
い

る
う
ち
に
明
る
く
礼
儀
正
し
く
な
り
ま

す
。「
合
気
道
！
」
相
手
に
気
を
合
わ

せ
ま
す
。
押
さ
れ
た
ら
押
し
か
え
し
ま

せ
ん
、
捌
き
ま
す
。
こ
の
和
合
の
精
神

で
ど
こ
ま
で
お
役
に
た
て
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
皆
様
の
末
席
に
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

田
邊
　
孝
美

平
成
27
年
９
月
１
日
付

平
成
27
年
９
月
１
日
付

（
第
３
分
会
）

新
任
保
護
司
紹
介

新
任
保
護
司
紹
介
保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て

保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て

　
保
護
司
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
後
の
二

度
に
わ
た
る
初
任
者
講
習
で
は
、
そ
の

責
任
と
職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
様
々
な
凶
悪
犯
罪
が
、
日
々
、
ニ

ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、
昔
の
日
本
は
平

和
だ
っ
た
な
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て

お
り
ま
す
。
戦
後
の
社
会
は
、
個
人
主

義
思
想
に
基
づ
く
自
由
主
義
社
会
で
あ

り
、
自
我
の
確
立
が
前
提
と
さ
れ
る
社

会
で
す
。
し
か
し
、
様
々
な
要
因
か
ら
、

自
我
の
確
立
を
実
現
で
き
な
い
人
々
が

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
社
会
規

範
の
意
識
が
低
い
あ
る
い
は
無
関
心
な

人
も
多
く
、
犯
罪
や
問
題
行
動
に
結
び

つ
く
傾
向
が
多
い
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
は
、

戦
前
の
画
一
的
な
人
生
観
や
職
業
観
の

時
代
の
方
が
生
き
や
す
い
時
代
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
等
々
、
漠
然
と
考

え
な
が
ら
も
、
と
に
か
く
、
肩
ひ
じ
張

ら
ず
、
自
分
の
能
力
の
範
囲
内
で
責
任

を
全
う
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

徳
差
　
誠
悦

（
第
２
分
会
）

新
城
ま
つ
り
、
か
か
し
ロ
ー

ド
な
ど
で
の
社
明
広
報
活
動

　
浪
岡
地
区
の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る「
北
畠
ま
つ
り（
秋
）火
お
こ
し
」

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
浪
岡
地
区
は
、
15
世
紀
か
ら

10
代
2
0
0
年
に
渡
っ
て
津
軽
北
部
を
支
配

し
た
公
家
の
一
族
北
畠
氏
の
御
所
が
あ
っ
た

所
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
こ
れ
ま
で
夏
祭
り

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、

交
流
の
あ
っ
た
屋
久
島
町
の
ご
神
山
ま
つ
り

を
移
入
し
、
秋
に
「
火
お
こ
し
」
を
昨
年
度

か
ら
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
祭
り

の
メ
イ
ン
は
高
さ
13
㍍
の
櫓
を
組
み
、
芯
柱

を
40
名
で
引
き
合
い
摩
擦
熱
で
火
を
興
す
と

い
う
勇
壮
な
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
残
念
な
が
ら
雨
模
様
の
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
互
い
に
ロ
ー
プ
を

引
き
合
う
う
ち
に
モ
ウ
モ
ウ
と
白
煙
が
立
ち

上
が
り
見
事
着
火
い
た
し
ま
し
た
。

　
家
内
安
全
等
の
願
い
を
込
め
て
の
火
お
こ

し
、
参
加
し
た
私
も
更
生
を
願
い
一
所
懸
命

ロ
ー
プ
を
引
き
ま
し
た
。

【
飯
田　

祥
生
】

昨
年
か
ら
実
施
し
た

　
　
北
畠
ま
つ
り
火
お
こ
し

【
阿
部　

哲
】
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日時　平成27年7月12日（日）　　
開場　午前10時　開演 午前11時　　
会場　リンクステーションホール青森

主催　青森地区更生保護女性会
後援　社会を明るくする運動青森地区実施委員会第65回 社会を明るくする運動

第34回みんなのつどい　第34回みんなのつどい　
　「広げよう非行を防ぐ地域の輪」「ふれあいと対話が築く明るい社会」のテーマの下、
神和子実行委員長の挨拶のあと、青森地区保護司会、青森市社会福祉協議会、青森県更生
保護協会、更生保護法人あすなろ、青森地区協力雇用主会、青森地区 BBS 会、森の工
房ふれあい、青森県更生保護女性連盟に益金が贈呈されました。オープニングは、第２
なかよし保育園の「ミッキーマウスマーチ」、そして青函交流では、函館北更女会の唄
と踊りなど全部で38の発表がありました。

函館地区保護司会の本田会長へ函館北更女会から
青森地区更女会へ

函館地区の本田会長と函館北更女会

挨拶する神実行委員長

益金を受けるBBS会の代表第２なかよし保育園アオモリ・ダンス・アカデミー（賛助会員）

東光会・我満定光（賛助会員）五所川原更女会五所川原更女会大間更女会 春日井バレエダンスギャラリー

春日井バレエダンスギャラリー（賛助会員）

大　佳秀（賛助会員）

鯵ヶ沢更女会

池田　進（賛助会員） 藤　はじめ（賛助会員）

工藤社中（賛助会員）

函館北更女会

愛をみんなで（全員・会場のみなさんと）

函館北更女会
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【
広
報
部
員
　
山
内
　
み
ど
り
】

〔
編
集
後
記
〕

あおもりあおもり
みじか探訪探訪みじか

　
９
月
10
日
朝
起
き
る
な
り
テ
レ
ビ
に

く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
。
茨
城
県
常
総
市

の
鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
の
だ
。
九
死
に

一
生
の
と
こ
ろ
で
救
助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
助
け
ら
れ
る
人
々
の
様
子
が
映
し

出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
様
子
に
私
は
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が

あ
る
の
だ
・
・
・
防
災
訓
練
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
多
分

何
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
私

の
住
む
近
く
に
西
滝
川
が
あ
る
。
普
段

は
川
底
に
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
か
細
い
流

れ
だ
が
、
も
し
大
雨
で
水
量
が
増
す
と

こ
の
川
も
牙
を
出
す
か
も
知
れ
な
い
と

思
っ
た
瞬
間
「
防
災
」
と
い
う
こ
と
ば

が
頭
を
過
っ
た
。
そ
の
数
日
後
、
九
州

の
阿
蘇
山
が
噴
火
し
た
。
阿
蘇
山
は
、

私
が
20
代
の
頃
九
州
一
周
旅
行
を
し
た

時
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

当
時
は
火
口
ま
で
近
寄
っ
て
覗
く
こ
と

が
で
き
た
が
、
あ
ま
り
の
深
さ
に
怖
さ

を
感
じ
た
。
今
は
近
寄
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
。

　
私
が
広
報
部
に
入
っ
て
３
年
目
に
な

る
。
部
会
の
日
は
楽
し
み
だ
。
部
員
の

ほ
と
ん
ど
の
方
が
出
席
す
る
の
は
す
ば

ら
し
い
。
皆
さ
ん
が
揃
う
ま
で
の
チ
ョ

コ
ッ
ト
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
だ
。
そ
し
て
伊
藤
部
長
の

ホ
ン
ワ
カ
と
し
た
進
行
で
会
議
が
始
ま

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
時
に
は
活
発
な
意
見

も
飛
び
か
う
広
報
部
は
、
私
に
と
っ
て

有
意
義
な
空
間
で
あ
る
。

吉
田
松
陰
が
旅
し
た
歴
史
街
道

そ
し
て
今
、
未
来
へ
の
駅
誕
生

「ようこそ !
　　今別町へ」

町の花【きく】 町の鳥【かもめ】 町の木【ヒバ】

　
私
の
一
押
し
は
、
津
軽
半
島
の
北
の
果
て

津
軽
国
定
公
園
袰
月
海
岸
「
高
野
崎
」
で
す
。

空
は
青
く
、
水
は
碧
、
白
い
鴎
が
風
に
乗
っ

て
舞
い
、
晴
れ
た
日
に
は
、
下
北
半
島
、
遠

く
は
、
北
海
道
ま
で
望
め
、
素
晴
ら
し
い
眺

め
で
す
よ
。
そ
し
て
吉
田
松
陰
が
通
っ
た
こ

と
で
名
前
が
付
け
ら
れ
た
「
松
陰
く
ぐ
り
」。

松
前
街
道
の
難
所
と
言
わ
れ
自
然
が
作
っ
た

岩
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
こ
こ
を
松
陰
が
通
っ

た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
二
度
三
度
と
く
ぐ

り
直
し
た
く
な
り
ま
す
。「
袰
月
海
岸
」
は
本

当
に
美
し
く
見
所
い
っ
ぱ
い
で
す
。
又
今
別

町
の
郷
土
芸
能
「
荒
馬
踊
り
」
は
県
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
男
性
の
馬
と
女
性
の

手
綱
取
り
が
一
組
で
跳
ね
る
勇
壮
な
踊
り
で

す
。
毎
年
８
月
４
日
か
ら
行
わ
れ
る
「
荒
馬

祭
り
」
に
は
、
大
勢
の
参
加
者
と
地
域
の
人

が
一
体
と
な
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
楽
し
み

ま
す
。
私
は
初
め
て
見
た
時
か
ら
「
虜
」
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
別
町
は
北
海
道
新
幹
線
「
奥
津
軽
い
ま

べ
つ
駅
」
が
来
春
３
月
26
日
に
開
業
が
決
定

し
ま
し
た
。
私
達
は
新
駅
の
開
業
を
心
か
ら

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
度
今
別
町

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
心
を
こ
め
て
こ
の
町

の
あ
り
の
ま
ま
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
様
御
案
内
致
し
ま
す
。

　
８
月
28
日
、
地
区
保
護
司
会
で
は
、
北
海
道
・

瀬
棚
地
区
保
護
司
会
・
更
女
会
と
の
交
流
会
を

青
森
保
護
観
察
所
で
開
き
ま
し
た
。
　

　
青
森
保
護
観
察
所
辻
所
長
、
青
森
地
区
保
護

司
会
か
ら
天
内
会
長
は
じ
め
12
名
、
青
森
地
区

更
生
保
護
女
性
会
か
ら
神
会
長
は
じ
め
22
名
、

瀬
棚
地
区
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性
会
（
瀬

棚
支
部
・
北
檜

山
支
部
・
今
金

支
部
・
大
成
支

部
）
か
ら
2
5

名
の
参
加
で
、

①
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
運
営
に
つ
い

て
、②
地
区
保

護
司
会
の
活
動

平成27年度 更生保護関係団体交流会
青森地区と北海道・瀬棚地区保護司会と更女会

状
況
、③
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
状
況
な
ど

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
瀬
棚
町
】
町
名
の
由
来
・
町
村
合
併
（
平
成

17
年
）
の
際
、
新
町
名
を
公
募
し
て
「
せ
た

な
町
」
と
な
り
ま
し
た
。

※「
せ
た
な
」
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
セ
タ

ル
シ
ュ
ペ
ナ
イ
（
犬
の
川
）
が
略
さ
れ
て
「
セ

タ
ナ
イ
（
犬
の
沢
）」
と
な
り
、
そ
れ
が
「
セ

タ
ナ
」
に
転
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

～～ 瀬棚支部・北檜山支部・今金支部・大成支部 ～～

【
工
藤
　
清
子
】


